
会
員
募
集

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会

　

毎
月
第
１
・
第
３
①
月
曜

日
が
午
前
、
さ
い
わ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
②
水
曜
日
が
午

前
ま
た
は
午
後
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０

０
円
。
会
費
月
２
１
８
０
円
。

つ
け
ペ
ン
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
。

詳
し
く
は
毛
塚
緯
４
７
４
・

７
２
７
４
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
さ
く
ら

会
）　

毎
週
土
曜
日
の
午
後

１
時
～
４
時
半
、
成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
入
会
金
１
５

０
０
円
。
会
費
月
４
５
０
０

円
。
男
性
の
方
。
現
役
Ａ
級

プ
ロ
講
師
が
指
導
。
中
級
ク

ラ
ス
。
詳
し
く
は
橋
本
緯
４

７
４
・
２
４
７
５
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟　

毎
週
土
曜
・
日

曜
日
の
午
前
中
、
滝
山
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
。
会
費
年
８
０

０
０
円
（
学
生
は
４
０
０
０

円
）。
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
は
要

問
い
合
わ
せ
。
詳
し
く
は
井

部
緯
４
７
５
・
８
２
７
９
へ
。

　

◆
中
高
年
者
向
き
健
康
体

操
（
ヘ
ル
シ
ー
体
操
美
楽
留

〈
ミ
ラ
ク
ル
〉）　

毎
月
第
４

月
曜
日
の
午
前　

時
～　

時

１０

１１

半
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
５
０
０
円
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。
体
力

に
応
じ
て
指
導
。
上
履
き
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水
を
持

参
。
詳
し
く
は
山
本
緯
４
７

１
・
１
０
６
１
へ
。

　

◆
東
久
留
米
親
子
空
手
ク

ラ
ブ　

毎
週
木
曜
日
の
午
後

７
時
～
９
時
、
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０

０
円
。
健
康
増
進
、
礼
節
の

習
得
に
始
め
た
い
と
思
っ
た

と
き
が
始
め
の
と
き
。
詳
し

く
は
丸
山
緯
４
７
２
・
７
０

７
５
へ
。

　

◆
朗
読
劇
（
東
久
留
米
こ

と
り
の
会
）　

毎
月
第
１
～

第
３
火
曜
日
の
午
後
１
時
半

～
３
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
３
０
０
０

円
（
ほ
か
に
積
立
金
月
１
０

０
０
円
）。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
坂
田
緯
４
７
２
・

９
６
０
４
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
ウ
イ
ン
グ
ス
）　

毎
週
火

曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

滝
山
球
場
ま
た
は
南
町
運
動

広
場
で
。
会
費
月
６
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
金

子
緯
０
９
０
・
９
８
５
８
・

３
３
７
３
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
東
久
留
米

親
睦
唄
お
う
会
）　

月
３
回
。

日
曜
日
の
午
後
の
部
ま
た
は

夜
間
の
部
、
中
央
町
地
区
セ

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０

０
円
。
会
費
月
１
５
０
０
円

（
ほ
か
に
旅
行
積
立
制
度
あ

り
）。
初
心
者
歓
迎
。
体
験

見
学
歓
迎
。
詳
し
く
は
安
尾

緯
４
６
４
・
５
５
９
３
へ
。

　

◆
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
ラ
ン

ラ
ン　

毎
週
木
曜
日
の
午
前

　

時
～
正
午
、
さ
い
わ
い
福

１０祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会

金
１
０
０
円
。
会
費
月
１
０

０
０
円
。
就
園
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
。
詳
し
く
は

宮
本
緯
０
８
０
・
３
０
２
０
・

４
４
９
５
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
教
室
ふ

る
さ
と
会
ウ
イ
ン
グ　

月
４

回
。
木
曜
日
の
午
後
零
時　
４０

分
～
３
時　

分
、
生
涯
学
習

４０

セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見

学
自
由
。
詳
し
く
は
片
柳
緯

４
７
１
・
８
３
６
３
へ
。

　

◆
楽
し
く
体
験
５
日
間
サ

マ
ー
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ー
ス

（
わ
く
わ
く
バ
イ
オ
リ
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
け
や
き
）　

７

月　

日
（
月
）、
８
月
３
日

２６
（
火
）・
９
日
（
月
）・　

日
１２

（
木
）・　

日
（
日
）
の
い
ず

１５

れ
も
午
前　

時
か
ら
、
わ
く

１０

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
会
費

１
回
１
０
０
０
円
。
楽
器
に

触
れ
て
み
た
い
方
。
幼
児
以

上
を
指
導
。
講
師
に
よ
る
生

演
奏
。
詳
し
く
は
五
十
嵐
緯

４
７
７
・
３
９
７
０
へ
。

　

◆
布
お
も
ち
ゃ
等
手
芸

（
Ｒ
Ｅ
Ｎ
〈
レ
ン
〉
の
会
）　

毎
月
第
４
木
曜
日
の
午
前　
１０

時
～
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
Ｒ
Ｅ
Ｎ
（
滝
山
六
丁

目
）
で
。
会
費
１
回
２
０
０

円（
材
料
費
は
別
）。
作
品
が

た
く
さ
ん
で
き
た
ら
保
育
園

な
ど
に
寄
付
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
金
丸（
か
な
ま
る
）

緯
４
７
５
・
８
３
６
８
へ
。

　

◆
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
ク
ラ

ブ　

毎
週
定
期
的
に
、
中
央

町
地
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

会
費
月
４
回
で
３
０
０
０
円
。

初
級
～
中
級
レ
ベ
ル
の
会
話
。

フ
ラ
ン
ス
人
講
師
に
よ
る
指

導
。　

人
募
集
。
詳
し
く
は

１０

大
谷
緯
４
７
４
・
６
２
３
８

へ
。

　

◆
将
棋
愛
好
会　

毎
月
水

曜
日
の
午
後
７
時
～　

時
、

１０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
初

心
者
歓
迎
。
初
め
て
の
方
は

丁
寧
に
指
導
。
週
に
一
度
、

頭
の
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
平
松
緯
４
７
１
・

５
７
７
１
へ
。

　

◆
ら
く
ら
く
チ
ャ
ロ
英
会

話
勉
強
会　

月
４
回
。
水
曜

日
の
午
前
９
時　

分
～　

時

４５

１１

　

分
、
中
央
町
地
区
セ
ン

４５タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
月
３
０

０
０
円
。
外
国
人
講
師
・
日

本
人
講
師
に
よ
る
初
級
者
向

け
。
詳
し
く
は
大
谷
緯
４
７

４
・
６
２
３
８
へ
。

　

◆
男
声
合
唱
団
ダ
ン

デ
ィ
ー
ズ　

毎
月
、
①
第

１
・
第
２
日
曜
日
が
午
後
２

時
～
４
時
半
②
第
３
・
第
４

日
曜
日
が
午
後
７
時
～
９
時

半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
男
声
合
唱
の
仲
間

を
急
募
。
未
経
験
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
石
川
緯
４
７
７
・

０
６
３
８
へ
。

　

◆
寿
（
こ
と
ぶ
き
）
社
交

ダ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ　

毎
週
土

曜
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
年
２
０
０
０
円
。　

歳
６０

以
上
の
方
。
詳
し
く
は
関
沢

緯
４
７
１
・
３
９
４
７
へ
。

催

し

　

◆
写
遊
「
つ
つ
じ
」
写
真

展　

８
月
１
日
（
日
）
～
５

日
（
木
）
の
午
前
９
時
半
～

午
後
７
時
（
１
日
は
正
午
か

ら
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。

入
場
料
無
料
。
詳
し
く
は
柳

澤
緯
４
７
３
・
１
０
０
１
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー（
ハ
ピ
ー
ダ
ン
ス
）　

７
月　

日
（
木
）
午
後
７
時

２９

～
９
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。

詳
し
く
は
加
藤
緯
４
７
４
・

４
５
３
６
へ
。

　

◆
第
８
回
英
語
で
お
し
ゃ

べ
り
ラ
ン
チ
（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）　

７
月　
１９

日
（
祝
）
午
前　

時
～
午
後

１１

２
時
半
（
午
前　

時
半
か
ら

１０

受
け
付
け
）、
市
役
所
１
階

屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費
１

５
０
０
円（
ラ
ン
チ
代
込
み
）。

レ
ベ
ル
別
に
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
英
会
話
。
定
員　
６０

人
。
申
し
込
み
と
詳
し
く
は

７
月　

日
（
金
）
ま
で
に
浦

１６

崎
緯
４
７
９
・
４
２
７
９
へ
。

　

◆
盆
踊
り
（
日
本
民
踊
普

及
会
）　

７
月　

日
（
水
）
午

２８

前　

時
～　

時
半
、
南
町
地

１０

１１

区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
無

料
。
当
日
直
接
会
場
へ
。
気

軽
な
服
装
（
服
装
自
由
）
で
。

詳
し
く
は
市
瀬（
い
ち
の
せ
）

緯
４
７
７
・
７
２
５
３
へ
。

　

◆
川
を
き
れ
い
に
し
て
川

で
学
び
遊
ぼ
う
！
（
第　

回
１７

わ
く
わ
く
川
掃
除
＆
川
あ
そ

び
実
行
委
員
会
）　

７
月　
２４

日
（
土
）
午
後
５
時
～
９
時

が
前
夜
祭
、　

日
（
日
）
午

２５

前　

時
～
午
後
３
時
が
河
川

１０
掃
除
と
川
あ
そ
び
。
落
合
川

不
動
橋
広
場
（
新
川
町
一
丁

目
）
で
。
参
加
費
無
料
。
昼

食
は
各
自
持
参
。
豚
汁
の
用

意
あ
り
。
は
し
と
お
わ
ん
を

持
参
。
小
雨
決
行
。
詳
し
く

は
豊
福
緯
４
７
５
・
７
６
４

３
へ
。

　

◆
講
座
「
満
州
農
業
移
民

の
歴
史
・
秩
父
中
川
村
開
拓

団
の
事
例
紹
介
」（
グ
ル
ー
プ

「
中
国
だ
い
好
き
」）　

７
月

　

日
（
日
）
午
後
１
時
半
～

１８３
時
半
、
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無
料
。

講
師
は
中
国
社
会
科
学
院
研

究
生
院
碩
士
（
せ
き
し
）
の

関
根
希
（
の
ぞ
み
）
氏
。
講

座
終
了
後
に
講
師
と
歓
談
。

詳
し
く
は
川
村
緯
４
７
１
・

３
９
６
０
へ
。

　

◆
Ｈ
Ａ
Ｓ
バ
ザ
ー
（
ホ
ー

ム
・
ア
ニ
マ
ル
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
）　

７
月　

日
（
日
）
午

１８

前　

時
～
午
後
３
時
、
多
聞

１０
寺
境
内
倉
庫
内
１
階
（
本
町

四
丁
目
）
で
。
雨
天
の
場
合

は　

日
（
祝
）
に
延
期
。
収

１９
益
は
動
物
の
保
護
・
医
療
費

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
浅
木
緯
４
６
２
・

８
６
０
６
へ
。

そ
の
他

　

◆
阿
波
踊
り
の
練
習
（
さ

い
わ
い
さ
を
り
会
）　

７
月

　

日
、
８
月　

日
・　

日
、

２４

１４

２８

い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
３

時
半
～
４
時
半
、
さ
い
わ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。

参
加
費
無
料
。「
滝
山
・
前
沢

み
ん
な
の
夏
祭
り
」
で
踊
り

た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
。

詳
し
く
は
古
川
緯
４
７
１
・

０
５
５
４
へ
。

　

◆
落
合
川
・
黒
目
川
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０
作

品
募
集
（
東
久
留
米
水
辺
の

生
き
も
の
研
究
会
）　

落
合

川
と
黒
目
川
で
撮
っ
た
魚
・

野
鳥
・
植
物
・
ス
ナ
ッ
プ
・

風
景
な
ど
。
一
人
３
枚
以
内
。

四
ツ
切
サ
イ
ズ
（
Ａ
４
の
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
写
真
可
）。

参
加
費
一
人
１
０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
は
５
０
０

円
）。　

月
１
日
（
金
）
～
３

１０

日
（
日
）
午
後
１
時
～
５
時

に
カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
東
久

留
米
店
（
下
里
五
丁
目
）
へ

直
接
持
参
を
。
詳
し
く
は
草

間
緯
４
７
０
・
１
７
２
３
へ
。

22.  7.  1522.  7.  15
　

市
民
の
皆
さ
ん
に
日
ご
ろ
の
文

化
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
「
市
民
文
化
祭
」

が
、
今
年
も　

月　

日
（
土
）
～

１０

２３

　

月　

日
（
祝
）
に
、
生
涯
学
習

１１

２３

セ
ン
タ
ー
を
主
な
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人

の
方
は
、
７
月　

日
（
火
）
～　

２０

３０

日
（
金
）
に
左
表
の
内
容
に
基
づ

き
、
各
種
展
示
・
ホ
ー
ル
発
表
・

催
し
の
部
門
別
に
、
所
定
の
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

文
化
協
会
事
務
所
。
受
付
時
間
は

午
前
９
時
～
正
午
と
午
後
１
時
～

５
時
。
第
４
月
曜
日
は
休
館
日
で

す
が
、
土
曜
・
日
曜
日
は
受
け
付

け
ま
す
。）
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
６
階
。
受
け
付
け
は
月

曜
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
半
～
正

午
と
午
後
１
時
～
５
時
）
に
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
【
ご
注
意
】
申
し
込
み
は
、
各
部

門
ご
と
に
１
人
１
点
・
１
人
１
回

に
限
り
ま
す
。
作
品
に
対
す
る
破

損
・
盗
難
な
ど
の
責
任
は
、
一
切

負
い
か
ね
ま
す
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
相
談
の
上
、
調
整
さ
せ

て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

申
し
込
み
は
市
内
で
活
動
す
る
団

体
お
よ
び
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
文
化
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
文
化
協
会
事
務
所
）
緯

４
７
７
・
４
７
０
０
へ
。

　

文
化
庁
委
嘱
事
業
で
財
団
法
人

伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
の
支

援
を
受
け
、
市
内
の
文
化
サ
ー
ク

ル
が
「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
教
室
も
あ
り
ま
す
が
、
詳

し
く
は
各
教
室
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

①
東
久
留
米
こ
ど
も
三
味
線
教

室
＝
▼
日
時
・
会
場　

月
３
回
。

６
月
～　

年
２
月
。
第
一
小
学
校

２３

が
午
後
３
時
半
～
４
時
半
、
第
七

小
学
校
が
午
後
３
時
～
６
時
半
▼

対
象　

小
・
中
学
生
▼
参
加
費　

月
２
０
０
円
▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
４
２
４
・
４
７
０
７
）、

フ
ァ
ク
ス
（
同
）
で
片
山
へ
。
詳

し
く
は
片
山
へ

　

②
東
久
留
米
市
・
伝
統
文
化
こ

ど
も
日
本
舞
踊
教
室
＝
▼
日
時　

全　

回
。
７
月
か
ら
毎
月
第
１
・

１５
第
３
日
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
４

時
半
（
会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更

の
場
合
あ
り
）。　

月　

日
（
土
）

１２

１８

に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

発
表
会
を
開
催
▼
会
場　

わ
く
わ

く
健
康
プ
ラ
ザ
集
会
室
▼
対
象　

小
・
中
学
生
▼
定
員　
　

人
▼
参

２０

加
費　

無
料
（
浴
衣
・
帯
・
ひ
も
・

足
袋
・
肌
じ
ゅ
ば
ん
な
ど
を
持
参
）

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
４
６

２
・
７
２
１
５
）、
フ
ァ
ク
ス
（
４

６
９
・
５
２
０
０
）で
成
松
へ
。
詳

し
く
は
成
松
へ

　

③
伝
統
文
化
華
道
こ
ど
も
教
室

＝
▼
日
時　

全　

回
。
９
月
４
日

１１

（
土
）
～　

年
１
月　

日
（
祝
）

２３

１０

の
午
前　

時
～
正
午
▼
会
場　

生

１０

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
室
１
・
２

ま
た
は
４
・
５
、
中
央
図
書
館
な

ど
▼
対
象　

小
・
中
学
生
▼
定
員

　
　

人
▼
参
加
費　

１
回
３
０
０

３０
円
▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
４

７
７
・
４
７
０
０
）、
フ
ァ
ク
ス

（
同
）、
は
が
き
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
久
留
米
市
文
化
協
会
事
務
局

（
〒
２
０
３
倆
０
０
５
４
、
中
央

町
２
ノ
６
ノ　

）
へ
。
詳
し
く
は

２３

同
事
務
局
へ

　

④
伝
統
文
化
東
久
留
米
こ
ど
も

い
け
ば
な
教
室
＝
▼
日
時　

全　
１７

回
。
７
月
～　

年
２
月
の
午
前　

２３

１０

時
～
正
午
▼
会
場　

創
美
流
華
道

会
館
▼
対
象　

小
学
生
～
高
校
生

▼
定
員　
　

人
▼
参
加
費　

１
回

１０

１
５
５
０
円
（
花

材
費
）
▼
申
し
込

み
方
法　

電
話

（
４
７
１
・
４
０

２
２
）、
フ
ァ
ク

ス
（
４
７
１
・
１

６
１
６
）
で
山
内
へ
。
詳
し
く
は

山
内
へ

　

⑤
多
摩
こ
ど
も
書
道
教
室
＝
▼

日
時　

全　

回
。
７
月
～　

年
２

１６

２３

月
の
午
後
２
時
～
４
時
▼
会
場　

創
美
流
華
道
会
館
▼
対
象　

小
学

生
～
高
校
生
▼
定
員　
　

人
▼
参

１０

加
費　

８
０
０
０
円
（　

回
分
）

１６

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
４
７

１
・
４
０
２
２
）、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
１
・
１
６
１
６
）で
山
内
へ
。
詳

し
く
は
山
内
へ

　

⑥
東
久
留
米
こ
ど
も
茶
の
湯
教

室
＝
▼
日
時　

全　

回
。
７
月
～

１６

　

年
２
月
の
午
後
１
時
半
～
３
時

２３半
▼
会
場　

創
美
流
華
道
会
館
▼

対
象　

小
学
生
～
高
校
生
▼
定
員

　
　

人
▼
参
加
費　

８
５
０
０
円

１０
（
茶
菓
子
代
。　

回
分
。
前
納
）

１６

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
４
７

１
・
４
０
２
２
）、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
１
・
１
６
１
６
）で
山
内
へ
。
詳

し
く
は
山
内
へ

　

⑦
伝
統
文
化
こ
ど
も
詩
吟
教
室

＝
▼
日
時　

全
３
回
。
７
月
～　
２３

年
２
月
の
午
後
５
時
～
８
時
▼
会

場　

第
一
小
学
校
ま
た
は
八
幡
町

地
区
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

小
・
中

学
生
▼
定
員　
　

人
▼
参
加
費　

２０

無
料
▼
申
し
込
み
方
法　

電
話

（
４
７
３
・
１
２
３
７
）
で
笹
本

へ
。
詳
し
く
は
笹
本
へ

　

⑧
東
久
留
米
市
こ
ど
も
お
琴
教

室
＝
▼
日
時　

月
２
・
３
回
。
５

月
～　

年
２
月
の
土
曜
日
午
前
９

２３

時
～
午
後
２
時
半
▼
会
場　

第
三

小
学
校
▼
対
象　

幼
稚
園
児
～
高

校
生
▼
定
員　
　

人
▼
参
加
費　

２０

５
０
０
円
（
教
材
費
、
楽
器
使
用

料
）▼
申
し
込
み
方
法　

電
話（
０

８
０
・
１
０
９
２
・
６
３
４
７
）、

は
が
き
で
、
〒
２
０
３
倆
０
０
２

１
、
学
園
町
２
ノ　

ノ
２
、
石
井

１８

あ
て
郵
送
を
。
詳
し
く
は
石
井
へ

遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
設
置

が
必
要
な
場
所
は
、
寝
室
・
台
所
・

階
段
と
、
そ
の
ほ
か
の
す
べ
て
の

居
室
で
す
。
先
日
も
市
内
で
、
住

警
器
の
作
動
に
よ
り
火
災
に
至
ら

ず
に
済
ん
だ
事
例
が
１
件
、
大
き

な
火
災
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
事
例

が
１
件
あ
り
ま
し
た
。
大
切
な
命

と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
早
期
に

住
警
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

ご
存
じ
で
す
か 

地
震
の
と
き
の
「
家
具

類
の
転
倒
・
落
下
」
で
、

け
が
人
が
多
数 

発
生
し
て
い
ま
す

　

身
の
回
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の

家
具
や
家
電
製
品
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
が
、
い
ざ
地
震
が
起
き
た
と

き
に
は
、
こ
れ
ら
家
具
類
の
転

倒
・
落
下
が
、
け
が
の
原
因
の
多

く
（　

～　

㌫
）
を
占
め
て
い
ま

３０

５０

す
。　

　

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
家
具
を
固
定
す
る

（
Ｌ
字
金
具
、
つ
っ
ぱ
り
棒
、
粘

着
マ
ッ
ト
な
ど
）、
開
き
戸
に
ス

ト
ッ
パ
ー
を
付
け
る
、
重
い
物
は

下
の
方
に
入
れ
る
、
寝
室
に
家
具

類
を
置
か
な
い
な
ど
の
対
策
が
有

効
で
す
。

　

近
年
中
に
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
大
地
震
に
備
え
て
、
家
庭

内
の
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警

防
課
防
災
係
緯
４
７
１
・
０
１
１

９
（
内
線
３
２
３
）
へ
。

設
置
し
ま
し
た
か 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

（
以
下
、「
住
警
器
」）
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
火
災
に

よ
る
死
者
の
８
割
は
住
宅
火
災
に

よ
る
も
の

で
あ
り
、

そ
の
う
ち

亡
く
な
ら

れ
た
方
の

５
割
は

「
発
見
の

　

環
境
審
議
会
は
、
市
の
環
境
の

保
全
な
ど
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
上
で
必

要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
た

め
の
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
、
学
識
経
験
者
や
市
民
・

事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
市
民
委
員
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】　

歳
以
上
の
市
民

２０

　
【
任
期
・
開
催
回
数
】
任
期
は
８

月　

日
か
ら
２
年
間
で
、
審
議
会

２５
は
年
間
３
回
程
度
の
開

催
を
予
定

　
【
募
集
人
数
】５
人
以
内

　
【
応
募
方
法
】７
月　

日
３０

（
金
）
ま
で
に
（
必
着
・

書
式
自
由
）、
①
「
環
境
審

議
会
委
員
希
望
」
と
明
記

し
て
、
②
「
最
も
関
心
が

あ
る
環
境
課
題
３
項
目
」

③
「
応
募
の
動
機
」（
②

と
③
で
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
て
）、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
お

持
ち
の
方
の
み
）
を
記
入
の
上
、

次
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
①
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、

市
役
所
環
境
政
策
課
あ
て
郵
送
②

直
接
同
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
持

参
③
電
子
メ
ー
ル
で
送
信

　

※
選
考
結
果
は
、
８
月
中
旬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
政
策
調
整
担
当

緯
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　

市
民
環
境
会
議
く
ら
し
部
会
は
、

市
環
境
基
本
計
画
個
別
目
標
４

「
資
源
を
大
切
に
し
、
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
」
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
次
の
課
・
嘩
に
つ
い
て
募

集
し
ま
す
。

□１
 
 
推
進
員
を
募
集

　

委
員
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で　

歳
以
上
の
方

１８

　
【
活
動
期
間
】　

年
５
月
ま
で

２３

　
【
活
動
日
】
月
１
回
程
度

　
【
活
動
内
容
】
現
在
、
次
の
２
つ

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す

　

①
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
」
＝
太
陽
光
発
電
や
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
②「
グ
リ
ー
ン
認
定
」

＝
環
境
に
配
慮
し
た
個
人
・
企
業
・

団
体
の
活
動
を
発
掘
し
、
ま
ち
を

活
性
化

□２
 
 
食
と
環
境「
く
ら
し
の
知
恵
」

料
理
の
レ
シ
ピ
を
募
集

　

食
材
の
有
効
利
用
と
生
ご
み
の

減
量
を
目
指
し
、
大
根
の
葉
や
皮

な
ど
無
駄
に
し
が
ち
な
食
材
を

使
っ
た
「
料
理
の
レ
シ
ピ
」
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
「
レ
シ
ピ
集
」
と

し
て
ま
と
め
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。
料
理

以
外
に
も
、
食
材
の
無
駄
を
減
ら

す
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

同
時
に
募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

　
【
応
募
作
品
の
内
容
】
レ
シ
ピ

名
・
材
料
・
分
量
・
作
り
方
・
写

真
（
提
出
可
能
な
方
）
な
ど

　
【
ご
注
意
】応
募
作
品
は
市
に
帰

属
し
、
返
却
し
ま
せ
ん

□１
 

・
□２
 

共
通
事
項

　
【
応
募
方
法
】８
月
３
日（
火
）ま

で
に
（
必
着
）、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
次
の
方
法
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
直
接
、
環
境
政

策
課（
市
役
所
５
階
）

へ
持
参
②
〒
２
０
３

倆
８
５
５
５
、
市
役

所
環
境
政
策
課
あ
て

郵
送
③
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
０
・
７
８
０

９
）
で
送
信
④
電
子

メ
ー
ル
で
送
信

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

　

今
年
は
「
わ
が
ま
ち
を
知
ろ
う

パ
ー
ト
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
、　

月
１１

　

日
（
土
）・　

日
（
日
）
の
２
日

２７

２８

間
に
渡
り
、
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く

る
め
（
消
費
生
活
展
）
を
開
催
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
ポ
ス
タ
ー
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
使
用
す
る
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
原
画
を
小
・
中
学
生

の
み
な
さ
ん
か

ら
募
集
し
ま
す
。

東
久
留
米
の
好

き
な
場
所
や
残

し
た
い
風
景
な

ど
、
わ
が
ま
ち

東
久
留
米
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
品
、
応
募

者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

多
く
の
応
募
を
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生

　
【
規
格
】
四
ツ
切
（
３
８
０
㍉
㍍

×
５
４
０
㍉
㍍
）
の
画
用
紙
１
枚

　
【
応
募
方
法
】９
月
１
日（
水
）～

　

日
（
金
）
に
、
作
品
の
裏
面
に

１０学
校
名
・
学
年
・
組
・
氏
名
を
記

入
の
上
、
学
校
を
通
じ
て
提
出
、

ま
た
は
生
活
文
化
課
（
市
役
所
２

階
）
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係
緯
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　

市
で
は
、　

年
４
月
に
「
東
久

１７

留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
を
施
行
し
、
自
主
防
犯
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
的
に
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
考
え
て

い
る
団
体
・
事
業
者
な
ど
、
ま
た
、

愛
犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら
地
域
や

子
ど
も
の
安
全
を
見
守
り
、
不
審

者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
随
時
募
集
・
登
録
し
て
い
ま

す
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

団
体
な
ど
に
防
犯
用
品

を
お
貸
し
し
ま
す

　
【
お
貸
し
で
き
る
防
犯
用
品
】腕

章
▼
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
腕
章

▼
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
リ
ー
ド

標
▼
わ
ん
パ
ト
バ
ン
ダ
ナ
▼
わ
ん

パ
ト
ス
ウ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ン
▼
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
文
字
反
射
タ

ス
キ
▼
誘
導
灯
（
合
図
灯
）
▼
パ

ト
ロ
ー
ル
ベ
ス
ト
▼
自
動
車
用
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
▼
防
犯
ス
テ
ッ

カ
ー
（
大
・
小
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
、
防
犯
用

品
貸
与
の
申
請
な
ど
、
詳
し
く
は

防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係
（
内
線

２
２
２
３
）
へ
。

　

市
で
は
、
急
激
な
雇
用
情
勢
の

悪
化
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
方
の
支
援
の
た
め
、
緊
急
的

に
雇
用
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

環

境

政

策

課

　
【
業
務
内
容
】市
内
の
保
存
樹
木

の
状
況
を
確
認
し
、
台
帳
を
作
成

す
る
。
ま
た
、
保
存
樹
木
で
あ
る

こ
と
を
示
す
プ
レ
ー
ト
の
状
況
を

確
認
し
、
破
損
が
あ
れ
ば
交
換
な

ど
を
行
う

　
【
応
募
資
格
】解
雇
や
継
続
雇
用

の
中
止
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
現
在
失
業
中
の
方

　
【
雇
用
期
間
・
勤
務
日
時
・
賃
金
】

８
月
中
旬
～　

月
中
旬
。
１
カ
月

１１

に　

日
程
度
の
勤
務
。
勤
務
時
間

１６

は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
時
給

８
４
０
円

　
【
募
集
人
数
】
２
人

　
【
採
用
方
法
】書
類
選
考
お
よ
び

面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
【
面
接
予
定
日
】８
月
４
日（
水
）

　
【
申
し
込
み
方
法
】
７
月　

日
３０

（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）、
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
を
直
接
環
境
政
策

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

参加者・参加団体参加者・参加団体をを
募集しま募集しますす

日ごろの成果を発表しませんか

文
化
庁
委
嘱
事
業

東
久
留
米
市
環
境
審
議
会
委
員

　
（
市
民
委
員
）を
募
集
し
ま
す

「防犯ボランティア
団体」「わんわんパト
ロール隊員」を

安心・安全
のために

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
全
国

の
人
口
・
住
宅
・
医
療
・
交
通
・

年
金
・
介
護
な
ど
、
総
合
的
な

施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
議
会

の
議
員
定
数
の
決
定
を
は
じ
め
、

都
市
計
画
の
策
定
や
災
害
対
策

な
ど
、
身
近
な
施
策
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
私
た

ち
の
未
来
を
支
え
る
貴
重
な

デ
ー
タ
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

※
４
月
か
ら
国
勢
調
査
員
を

募
集
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

９
０
０
調
査
区
を
担
当
し
て
い

た
だ
く
調
査
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
調
査
員
に
欠
員

が
生
じ
た
場
合
の
交
代
要
員
を

募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

企
画
経
営
室
総
務
課
統
計
調
査

担
当
（
内
線
２
３
７
９
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▼
報
酬　

２
調
査
区
で
７
万

４
０
０
０
円
前
後

　

指
定
の
申
込
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
祝
日
を
除
く
月
曜
〜

金
曜
日
の
午
前
８
時
半
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
に
同
担
当
窓

口
（
市
役
所
４
階
）
に
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
担
当
へ
。

調査結果は何に役立つの？

シリーズ
⑤

飲酒運転させない
ＴＯＫＹＯキャンペーン
７月２３日（金）～２９日（木）

　７月２３日（金）～２９日（木）は「飲酒運転させない
ＴＯＫＹＯキャンペーン」期間です。これは、飲酒運
転をさせない社会環境の醸成を目指し、都と警視庁が
関係機関・団体と連携して実施するものです。
　これからは、レジャーや帰省などで車を使用する機
会が増える季節です。運転者本人だけでなく周囲の人
も、「飲んだら乗らない・乗るなら飲まない・飲んだ人
には乗らせない」を徹底しましょう。
　詳しくは田無警察署緯４６７・０１１０または市都市計画
課街路交通計画係緯４７０・７７６８へ。

種　目日　程

【ロビー】華道１０月２３日（土）
　　２４日（日）

【学習室】書道、短歌、俳句、川柳、ペン習字、てん刻
【ロビー】社会を明るくする運動のポスター展示

１０月２７日（水）
　～３１日（日）

【学習室】美術
【創作室】陶芸
【ロビー】写真

１１月２日（火）
　～７日（日）

【学習室】手工芸、盆栽、絵手紙、高崎市文化協会榛名
支部展示

【ロビー】市内小・中学生による作品展示

１１月９日（火）
　～１４日（日）

◆展示の部 会場　生涯学習センター

◆催しの部
会　場内　容日　程

生涯学習センターお茶会１０月２３日（土）

生涯学習センター囲碁大会　　２４日（日）

中 央 図 書 館映画の集い
　　３０日（土）

市 役 所 会 議 室将棋大会（小・中学生の部）

中 央 図 書 館将棋大会（大人の部）

　　３１日（日） 中 央 図 書 館朗読の集い

第 三 小 学 校フォークダンス

スポーツセンター社交ダンス１１月２１日（日）

＝展示作品＝ いずれの種目も一人１点

内　容種　目

投入、盛花、生け花（幅７０唖×高さ１００唖以内）華 道

各種フラワー・籐（とう）工芸・木目込み人形（いずれ
も６０唖×６０唖以内）、
和紙ちぎり絵（１０号以内）、和紙工芸、手縫いネクタイ、
革工芸、手編み、和裁、洋裁、紙粘土、押し花絵（１０号
以内）、パッチワーク、七宝焼き、ステンドグラス、銅
板工芸など

手 工 芸

５０唖×５０唖以内陶 芸

５０唖×５０唖×１００唖以内木 彫

油絵、水彩、デッサン、版画（いずれも２０号まで）、
彫刻、日本画、南画、水墨画美 術

パネル、額付き全紙以内写 真

半切、茶掛け（裏打ち以上）、額（５０唖×９０唖以下）釈文
をつける書道、ペン習字

半紙または短冊、はがき短歌、俳句、
川柳、絵手紙

おもと、てん刻、カリグラフィなどそ の 他

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

　
　
　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

内　容日　程

オープニング（式典）
特別企画１０月２３日（土）

バレエ＆ダンスの集い　　２４日（日）

邦楽の集い　　３０日（土）

舞踊の集い　　３１日（日）

歌謡の集い１１月３日（祝）

大正琴の集い　　４日（木）

マジック・一芸の集い　　６日（土）

ハワイアン・フラダンスの集い　　７日（日）

吟剣詩舞の集い　　１３日（土）

民謡の集い･民舞の集い　　１４日（日）

いきいき演芸大会　　１７日（水）
　　１８日（木）

太鼓と阿波踊りの集い　　２０日（土）

音楽の集い　　２１日（日）

コーラスの集い　　２３日（祝）

◆ホール発表の部 会場　生涯学習センター

市市
民民
環環
境境
会会
議議
くく
らら
しし
部部
会会

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ

「
推
進
員
」「
料
理
レ
シ
ピ
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

　
　
　
　
　
　

を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

第第　

回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る

回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る
めめ

3939
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
コココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ククククククククククククククククククククク
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

　
　
　

作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

作
品
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員市臨時職員をををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま募集しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

緊急雇用創出事業に伴緊急雇用創出事業に伴うう
東東 久久 留留 米米
消消 防防 署署
東 久 留東 久 留 米米
消 防消 防 署署
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